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　今年度の「木村伊兵衛写真賞」は、新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い延期となった昨年度分の作品と
合わせて選考が行われ、二次選考の結果、本学芸術学部写真学科2014年度卒業生の吉田志穂さんが「木村伊兵
衛写真賞」の受賞者として選出されました。
　この度の受賞は、2021年11月に出版された写真集『測量｜山』や各展覧会が評価されたものです。この写真
集で吉田さんは、インターネット上で特定の場所の画像を見つけた後、実際にその場所へ赴き、事前に得た情報
と現地を比較するように撮影し、暗室作業などの加工を重ねることで、ネットとリアルをつなげ独特のイメージ
にまとめ上げています。

　吉田さんは受賞について「この度第46回『木村伊兵衛写真賞』を受賞することができ大変光栄です。審査対象
の2020年、2021年はとても不安定な状況の中で作品展示をする事が難しい事もありました。そんな状況の中で
展示会開催にご尽力頂いた関係者の皆さま、写真集制作に携わって頂いた皆さまのお力添えがあったからこそ、
このような結果が得る事が出来ました。審査員の選評の中で触れて頂いた、誰もが写真を撮影しイメージが過剰
に供給される時代の中で何を撮るべきなのか、写真でどう答えが示せるのかという問題意識を常に忘れず今後も
作品制作に励んで行きたいと思います。」と話します。

　2023年に創立100周年を迎える東京工芸大学は、前身である小西寫眞専門学校の時代から、日本の写真教育
の先駆的な存在として、多くの人材を世に送り出してきました。写真には、カメラやレンズといった工学的な
要素と、テーマや表現というような芸術的な要素があり、本学では、テクノロジーとアートの両方の要素に重
きを置いた教育を創立当初から行っています。「木村伊兵衛写真賞」では、2006年度（第32回）受賞者の本城
直季さん、2007年度（第33回）受賞者の岡田敦さん、2009年度（第35回）受賞者の高木こずえさんに引き続
き、本学出身者4人目の受賞となります。

　本学は、今後も最先端のテクノロジーとアートの融合を教育の軸として、世界をリードする多彩な人材を輩
出し続けるよう一層努力してまいります。

東京工芸大学卒業生 写真家 吉田志穂さん
第46回「木村伊兵衛写真賞」を受賞

　東京工芸大学(学長：吉野弘章、所在地：東京都中野区、以下本学)芸術学部写真学科卒業
生で写真家の吉田志穂さんが、このたび第46回（2020、2021年度）「木村伊兵衛写真賞」を
受賞しました。本学卒業生の受賞は、2009年度（第35回）受賞者の高木こずえさんに引き続
き、4人目となります。吉田さんの受賞作品については、ニコンプラザ東京・大阪 T H E  
GAL L ERYでそれぞれ（東京）4月19日～4月30日まで、（大阪）5月19日～6月1日まで展示が
予定されています。
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■「木村伊兵衛写真賞」とは

　木村伊兵衛写真賞は、故木村伊兵衛氏の業績を記念して1975年に創設され、2008年4月に出版部門が朝日新聞

出版として独立した後は、両社の共催となりました。各年にすぐれた作品を発表した新人写真家を対象に表彰して

います。受賞者は、写真関係者からアンケートによって推薦された候補者の中から、選考会によって決定されます。

【朝日新聞出版URL】https : / /pub l i ca t ions . a sah i . com/

■吉田志穂（よしだ　しほ）

　1992年千葉県生まれ。2014年度東京工芸大学芸術学部写真学科卒業。東京都を拠点に活動。主な展覧会に、

 「日本の新進作家 vol .18」（東京都写真美術館、東京、2021）「とどまってみえるもの」（横浜市民ギャラリーあざみ野、

 神奈川、2021）など。

■受賞作品

 ・写真集『測量｜山』（2021年11月、T&M Pro jec t s）

 ・写真展「測量｜山」／「砂の下の鯨」2021年11月12日～11月28日（NADiff  Ga l l e ry）写真展・「余白の計画」

 「TOTAS-Emerg ing2020」 2020年5月16日～6月21日（トーキョーアーツアンドスペース本郷）

 ・グループ展「あざみ野フォト・アニュアル　とどまってみえるもの」2021年1月23日～2月14日

 （横浜市民ギャラリーあざみ野）

 ・グループ展「記憶は地に沁み、風を越え　日本の新進作家vol .18」2021年11月6日～2022年

 1月23日（東京都写真美術館）

写真展「砂の下の鯨」より　
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